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(57)【要約】
【課題】　光源ランプのフランジに形成される突起の有
無に関係なく、光源ランプを正確かつ簡単に取り付ける
ことが可能な内視鏡用光源装置を提供することを目的と
する。
【解決手段】　光源ランプが着脱自在に取り付けられる
ランプソケットと、光源ランプを支持するランプ支持手
段とを備える内視鏡用光源装置であって、ランプ支持手
段は、光源ランプを取り付けるための取り付け部と、光
源ランプおよびランプソケットをガイドしつつ支持する
ランプホルダとを有している。また、取り付け部には、
所定の位置に切り欠き部が設けられており、ランプホル
ダにより、光源ランプおよびランプソケットをガイドす
ることで、光源ランプの所定の位置が切り欠き部に位置
することを特徴とする。
【選択図】　図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡に照明光を供給するための内視鏡用光源装置であって、
　光源ランプが着脱自在に取り付けられるランプソケットと、
　前記光源ランプを支持するランプ支持手段と、を有し、
　前記ランプ支持手段は、
　　前記光源ランプを取り付けるための取り付け部と、
　　前記光源ランプおよびランプソケットをガイドしつつ支持するランプホルダと、を有
し、
　　前記取り付け部には切り欠き部が設けられており、前記ランプホルダは、前記光源ラ
ンプが取り付けられたときに前記光源ランプの所定の位置が前記切り欠き部に位置するよ
うに前記光源ランプおよびランプソケットをガイドすることを特徴とする内視鏡用光源装
置。
【請求項２】
　前記ランプホルダは、前記ランプソケットを三方向から覆う形状を有しており、
　前記光源ランプを前記取り付け部に取り付ける際に、前記ランプソケットの三側面が前
記ランプホルダに覆われるように取り付けることで、前記光源ランプの所定の位置が前記
切り欠き部に位置することを特徴とする、請求項１に記載の内視鏡用光源装置。
【請求項３】
　前記ランプソケットは、前記光源ランプに給電するための給電ソケット部と、該給電ソ
ケット部に取り付けられ、前記ランプソケットの三側面を覆う形状を有する把持部材とか
らなることを特徴とする、請求項２に記載の内視鏡用光源装置。
【請求項４】
　前記ランプホルダは、前記ランプソケットを三方向から覆う形状を有するソケットガイ
ド部と、前記光源ランプの光軸の垂直方向のずれを規制するためのランプガイド部とから
なることを特徴とする、請求項１から３の何れかに記載の内視鏡用光源装置。
【請求項５】
　前記ランプガイド部は、略コの字形状を有しており、
　前記ランプホルダは、前記ランプガイド部の底面が前記切り欠き部に接するように、前
記支持手段に取り付けられることを特徴とする、請求項４に記載の内視鏡用光源装置。
【請求項６】
　前記ソケットガイド部は、略コの字形状を有しており、
　前記ソケットガイド部と、前記ランプガイド部は、底面同士が接合して形成されている
ことを特徴とする請求項４または５に記載の内視鏡用光源装置。
【請求項７】
　前記所定の位置は、前記光源ランプの製造時に発生したバリの位置であることを特徴と
する請求項１から６の何れかに記載の内視鏡用光源装置。
【請求項８】
　前記所定の位置は、前記光源ランプを取り付ける際の指標としてランプ前面に形成され
た凸状部であることを特徴とする請求項１から７の何れかに記載の内視鏡用光源装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光源ランプの正確な取り付けを容易にする光源ランプの取付機構を備えた内
視鏡用光源装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に患者の体腔内を診断又は治療するための内視鏡装置は、先端部に備えられた撮像
素子で体腔内を撮像する内視鏡と、撮像素子により生成された画像信号を処理してモニタ
に出力するビデオプロセッサと、体腔内の観察部位を照明するための光を内視鏡に供給す
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る光源装置とから構成される。ビデオプロセッサには、光源装置を内蔵しているものもあ
る。上記内視鏡装置の光源装置において一般的に用いられる光源ランプは、キセノンラン
プやハロゲンランプ等の発光部と、発光部の光を反射して集光するための放物面状のリフ
レクタから構成されている。一般に、リフレクタの開口端には、光源ランプの位置決めや
固定に使用される環状のフランジが設けられている。フランジの外周は光源ランプの光軸
を中心軸とする円によって形成されており、フランジの前面（光源ランプの集光点側の面
）は光源ランプの光軸と垂直な平面によって形成されている。そして、発光部からの光を
リフレクタによって内視鏡のライトガイドの入射端に集光させることで、内視鏡のライト
ガイドに照明光を供給する構成となっている。
【０００３】
　ライトガイドに光源ランプの光を効率良く集光させるために、光源ランプを取り付ける
際の取り付け面をライトガイドの光軸と精確に垂直になるように配置することが従来から
知られている。また、上記のように光源ランプを配置するために、ライトガイドの光軸を
中心軸とし、フランジの外径と略同じ内径を有した円筒状の側壁を取り付け面の周縁から
突出させた状態にある取り付け枠が、従来の光源装置で採用されている。このような取り
付け枠により、光源ランプのフランジの前面を取り付け面に当接させたときに、光源ラン
プの光軸がライトガイドの光軸に対して平行になるとともに、取り付け枠の側壁によって
光源ランプの発光中心がライトガイドの光軸上に位置決めされるため、光源ランプのから
の光の集光点をライトガイドの入射端に正確に合わせることができる。
【０００４】
　しかしながら、流通しているフランジ付きの光源ランプには、フランジ前面の所定の位
置に、リフレクタの製造過程において発生したバリやランプの取付方向を示す指標などの
突起が形成されたものと、そうでないものとが混在している。フランジ前面に突起が形成
されている場合、上記のような取り付け枠に光源ランプを取り付ける際に、該突起により
フランジの全面が取り付け面に当接せず、光源ランプの光軸がライトガイドの光軸に対し
て傾いてしまう。その結果、光源ランプの集光点がライトガイド入射端の中心から外れ、
ライトガイドに十分な光量の照明光を供給できなくなってしまうという問題が生じる。
【０００５】
　このような問題を防ぐために、例えば特許文献１には、フランジ前面にバリなどの突起
が形成された光源ランプを取り付けたときでも、光源ランプの光軸がライトガイドの光軸
と一致するように構成されたランプ取り付け枠が記載されている。具体的には、特許文献
１では、ランプ取り付け枠における上記取り付け面に所定の切り欠き部を設けている。そ
して、光源ランプのフランジに形成された突起を該切り欠き部に配置させつつ光源ランプ
を取り付けることにより、突起による光源ランプの傾きを防ぐことが可能になっている。
【特許文献１】特開２００３－２９９６１６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１に記載されている上記構成では、フランジに形成された突起
の位置を光源ランプの取り付け作業中に目視できない。そのため、取り付け面に設けられ
た切り欠き部と光源ランプのフランジに形成された突起の位置を手探りで合わせながら光
源ランプを取り付ける必要があり、取り付け作業が煩雑となってしまう。また、突起が切
り欠き部から外れて取り付けられたことに気づかず、光源ランプの光軸がライトガイドの
光軸に対して傾いてしまうことがある。
【０００７】
　また、通常、光源ランプを交換する際には、光源装置の外装カバーの一部を開き、そこ
から装置内部に手を差し入れて、取り付け作業を行なわなければならない。しかしながら
、装置の大型化を避けるために、装置内部は交換のために必要最小限のスペースしか設け
られていない。そのため、光源ランプの突起と取り付け枠の切り欠きとの位置決めを狭い
作業スペースで行わなければならなかった。
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【０００８】
　そこで、本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、光源ランプのフランジに形成
される突起の有無に関係なく、光源ランプを正確かつ簡単に取り付けることが可能な内視
鏡用光源装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記の課題を解決するため、本発明により、光源ランプが着脱自在に取り付けられるラ
ンプソケットと、光源ランプを支持するランプ支持手段とを有する内視鏡用光源装置が提
供される。本発明の内視鏡用光源装置におけるランプ支持手段は、光源ランプを取り付け
るための取り付け部と、光源ランプおよびランプソケットをガイドしつつ支持するランプ
ホルダとを有し、該取り付け部には切り欠き部が設けられている。さらに、ランプホルダ
は、光源ランプが取り付けられたときに光源ランプの所定の位置が切り欠き部に位置する
ように光源ランプおよびランプソケットをガイドすることを特徴としている。
【００１０】
　また、ランプホルダは、ランプソケットを三方向から覆う形状を有しており、光源ラン
プを取り付け部に取り付ける際に、ランプソケットの三側面がランプホルダに覆われるよ
うに取り付けることで、光源ランプの所定の位置が切り欠き部に位置するよう構成されて
も良い。
【００１１】
　また、ランプソケットは、光源ランプに給電するための給電ソケット部と、該給電ソケ
ット部に取り付けられ、ランプソケットの三側面を覆う形状を有する把持部材とからなる
よう構成されても良い。
【００１２】
　また、ランプホルダは、ランプソケットを三方向から覆う形状を有するソケットガイド
部と、光源ランプの光軸の垂直方向のずれを規制するためのランプガイド部とからなるよ
う構成されても良い。
【００１３】
　また、ランプガイド部は、略コの字形状を有しており、ランプホルダは、ランプガイド
部の底面が切り欠き部に接するように、ランプ支持手段に取り付けられても良い。
【００１４】
　また、ソケットガイド部は、略コの字形状を有しており、ソケットガイド部と、ランプ
ガイド部は、底面同士が接合して形成されても良い。
【００１５】
　また、所定の位置は、光源ランプの製造時に発生したバリの位置、もしくは前記光源ラ
ンプを取り付ける際の指標としてランプ前面に形成された凸状部であっても良い。
【００１６】
　上記構成により、ランプホルダによって光源ランプの所定の位置が切り欠き部に位置す
るように光源ランプおよびランプソケットがガイドされるため、光源ランプの取り付けの
際に、狭いスペースで切り欠き部と光源ランプの所定の位置を手探りで合わせながら光源
ランプを取り付ける必要がなく、簡単に光源ランプを取り付けることが可能となる。
【発明の効果】
【００１７】
　したがって、本発明によれば、光源ランプの開口部周縁に形成される突起の有無に関係
なく、光源ランプを正確かつ簡単に取り付けることが可能な内視鏡用光源装置を提供する
ことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、図面を参照して、本発明に係る内視鏡用光源装置について説明する。
【００１９】
　図１は、本発明に係る内視鏡用光源装置を含むプロセッサ１の外観図である。図１に示
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されるように、プロセッサ１は筐体１００に覆われており、筐体１００の外装側面には、
後述する光源ランプなどの交換の際に用いられる開口部１０１と、開口部１０１を覆う蓋
１０２が設けられている。蓋１０２は、ねじ１１１によって着脱可能に筐体１００に取り
付けられている。また、プロセッサ１の外装正面には、内視鏡のライトガイドを接続する
ためのライトガイド接続部１０３、内視鏡を電気的に接続して給電及び通信を行なうため
の電気接続部１０４、ユーザ操作を受け付ける各種の操作ボタンやプロセッサ１の動作状
況を表示するインジケータ等を備える操作パネル１０５、プロセッサ１の主電源スイッチ
１０６等が設けられている。
【００２０】
　図２は、図１に示されるプロセッサ１の内部構成図である。プロセッサ１は、内視鏡４
００に照明光を供給するための２つの光源ランプ２０１ａおよび２０１ｂ、各光源ランプ
が取り付けられた回転盤２０２、点灯している光源ランプを空冷して制限温度以上に蓄熱
するのを防ぐための冷却ファン２０３、各光源ランプに給電するためのランプ電源２０４
、操作パネル１０５を制御するためのパネル制御部２０５、及び、電気接続部１０４を介
して内視鏡から送られてくる画像を処理するための画像処理回路２０７を備えている。上
記各部は、制御部２０６によって制御され、図示しないシステム電源によって給電される
。また、光軸ＡＸは内視鏡４００のライトガイド（不図示）の光軸を示す。ライトガイド
の光軸は光源ランプの位置決めの指標となることから、光軸ＡＸは、プロセッサの光学的
中心軸ともいえる。
【００２１】
　また、プロセッサ１において、光源ランプ２０１ａおよび２０１ｂ、回転盤２０２と、
冷却ファン２０３、ランプ電源２０４、パネル制御部２０５、及び制御部２０６により、
内視鏡４００に照明光を供給する光源部２００が構成される。また、パネル制御部２０５
、画像処理回路２０７、及び制御部２０６によって、画像処理部３００が構成される。
【００２２】
　プロセッサ１において、光源部２００は、ライトガイド接続部１０３を介して内視鏡４
００のライトガイドに照明光を供給する。また、内視鏡４００で撮影された画像が電気接
続部１０４を介して画像処理部３００に供給される。画像処理部３００では、内視鏡４０
０からの映像信号に対して増幅、Ａ／Ｄ変換等の処理が施され、ＮＴＳＣコンポジット信
号、Ｙ／Ｃ分離信号（いわゆるＳビデオ信号）、ＲＧＢ分離信号などのビデオ信号として
プロセッサ１に接続されたモニタ２０８へ出力される。これによって内視鏡４００の撮像
素子上に結像した被写体像がモニタ２０８に表示される。
【００２３】
　尚、上記のように本実施形態では、光源部２００と画像処理部３００が単一のプロセッ
サ１内に実装され、パネル制御部２０５及び制御部２０６が光源部２００と画像処理部３
００とによって共用される構成が採用されている。しかしながら、当該構成に限定される
ものではなく、光源部２００を単体の光源装置としてプロセッサ１から独立させた構成と
しても良い。
【００２４】
　次に、本実施形態の光源部２００における回転盤２０２と光源ランプ２０１ａおよび２
０２ｂの構造について、図３から図５を参照して詳述する。尚、図３においては、光軸Ａ
Ｘと平行な方向を光軸方向とし、筐体１００の底面と垂直な方向を垂直方向とする。図３
は、回転盤２０２と、回転盤２０２に取り付けられた光源ランプ２０１ａ、２０１ｂとの
配置を示す斜視図である。図３に示されるように、回転盤２０２は、筐体１００の底面に
固定された回転盤支持部材１２０に回転可能に取り付けられている。具体的には、回転盤
２０２の中心からは、後述するランプ取り付け面２０２Ａと垂直方向に伸びるシャフト１
２１が設けられており、シャフト１２１が回転盤支持部材１２０に設けられた軸受１２３
に取り付けられる。これにより、回転盤２０２は、シャフト１２１を軸として回転可能と
なる。また、このとき、回転盤２０２は、ランプ取り付け面２０２Ａが、光軸ＡＸと精確
に垂直になるように回転盤支持部材１２０に取り付けられる。さらに、回転盤２０２は、
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発光中の光源ランプの集光点が、ライトガイドの入射端と略一致するように、ライトガイ
ド接続部１０３から適切な距離を隔てた位置に配置される。この構成のため、回転盤２０
２を回転させて使用するランプを交換しても、常にランプの集光点がライトガイドの入射
端の光軸上に位置するようになる。
【００２５】
　回転盤２０２には、光源ランプ２０１ａおよび２０１ｂを取り付けるための開口部２１
５ａおよび２１５ｂが設けられている。回転盤２０２は、図示しない回転盤駆動機構に接
続されており、この回転盤駆動機構により回転盤２０２が回転される。また、回転盤２０
２は、開口部２１５ａ（または２１５ｂ）に取り付けられた光源ランプの光軸と内視鏡の
ライトガイドの光軸ＡＸとが一致するように配置されて固定される。このとき、他方の開
口部（本実施形態では開口部２１５ｂ）はライトガイドの光軸位置から退避した位置に配
置される。また、回転盤支持部材１２０にも、光源ランプからの照明光を遮らないように
、開口部１２２が設けられている。
【００２６】
　光源ランプ２０１ａおよび２０１ｂは、図３に示すように回転盤２０２において照射光
が放射される側とは反対側の面であるランプ取り付け面２０２Ａ上に並んで取り付けられ
る。本実施形態では、光源ランプ２０１ａは、自身の光軸がライドガイドの光軸ＡＸと一
致するように、開口部２１５ａに取り付けられ、予備のランプである光源ランプ２０１ｂ
は、ライドガイドの光軸から退避した位置である開口部２１５ｂに取り付けられる。
【００２７】
　そして、ユーザが操作パネル１０５上のランプスイッチを操作することにより、ランプ
電源２０４が制御部２０６によって制御される。ランプ電源２０４は、ライドガイドの光
軸上に配置された光源ランプ２０１ａのみに給電し、これにより光源ランプ２０１ａが点
灯する。また、光源ランプ２０１ａが切れた場合には、上述の回転盤駆動機構によって回
転板２０２が回転し、光源ランプ２０１ａがライトガイドの光軸上から退避するとともに
、光源ランプ２０１ｂがライトガイドの光軸上に配置される。このような回転盤駆動機構
による回転動作によって、使用するランプが短時間で効率よく切り替えられる。
【００２８】
　次に、光源ランプ２０１ａの構造について、図４を参照して詳述する。尚、光源ランプ
２０１ｂの構造は、光源ランプ２０１ａと同様であるため、ここでは光源ランプ２０１ａ
についてのみ説明を行なう。図４に示されるように、光源ランプ２０１ａは、発光部２１
１と、発光部２１１を覆う椀状のリフレクタ２１２とから構成される。発光部２１１には
、高輝度の白色ランプであるハロゲンランプが用いられており、発光部２１１から照射さ
れた光のうち前方以外の方向に放射された光が、リフレクタ２１２の内側に形成された凹
面反射鏡によって反射され、前方に向かって集光される。また、光源ランプ２０１ａの後
方端部には、一対のプラグ電極２１３が突出している。
【００２９】
　リフレクタ２１２の開口端には、光源ランプ２０１ａを回転盤２０２のランプ取り付け
面２０２Ａに取り付けるためのフランジ２１２ａが形成されている。フランジ２１２ａは
、リフレクタの開口周縁部から半径方向外側に向かって広がる環状に形成された部分であ
る。また、フランジ２１２ａの前面（光源ランプの集光点側の面）は光源ランプの光軸と
垂直な平面によって形成されている。さらに、フランジ２１２ａには、リフレクタ２１２
の製造過程において発生するバリなどの突起部２３０が形成されている。リフレクタは、
同じ加工型等を用いて量産されるため、バリなどの突起部２３０は、どのリフレクタにお
いてもフランジ上の共通の所定の位置に形成される。本実施形態においては、上記所定の
位置は、フランジ２１２ａの中心（フランジ前面を含む平面と光軸との交点）と突起部２
３０とを結ぶ仮想線を考えたときに、この仮想線の方向とプラグ電極２１３の配列方向と
が直交するような位置とする。プラグ電極２１３の配列方向と略直交する方向の位置とす
る。なお、製品によっては、光源ランプ２０１ａ取り付けの際の指標として供するべく、
製造過程において積極的に突起部２３０が形成されたものもある。
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【００３０】
　光源ランプ２０１ａのプラグ電極２１３は、ランプ電源２０４に接続されたランプソケ
ット２１４の差込穴２１４ａに対して着脱可能に構成される。プラグ電極２１３が差込穴
２１４ａに差し込まれることにより、光源ランプ２０１ａへの給電が可能になる。また、
ランプソケット２１４には、略箱形状の把持部材２２１が取り付けられている。詳しくは
、図４に示すように、把持部材２２１は、ランプソケット２１４の後方端部に接合される
底面部と、該底面部からランプソケット２１４の三側面を囲むように突出した壁面部とか
ら構成される。把持部材２２１の壁面部は、ランプソケットの差込穴２１４ａの配列方向
と直交する方向に二面と、ランプソケットの差込穴２１４ａの配列方向と平行する方向に
一面（図４における図面奥側に位置する面）の３側面で形成される。また、本実施形態の
把持部材２２１はアルミニウムなどの金属板を加工して形成される。
【００３１】
　次に回転盤２０２について、図５を参照して詳述する。図５は、回転盤２０２の開口部
２１５ａの周辺部分を拡大した図である。尚、開口部２１５ｂの構造は、開口部２１５ａ
と同様であるため、ここでは開口部２１５ａについてのみ説明を行なう。回転盤２０２は
、比較的肉厚のアルミニウムなどの金属板状部材により構成されている。開口部２１５ａ
は、フランジ２１２ａの外径よりも小さい直径の貫通穴２１７と、回転盤２０２のランプ
取り付け面２０２Ａに貫通穴２１７と同心円状に形成されたフランジ２１２ａの外径と略
等しい直径を有する段差２１７ａとから構成されており、段差部分に光源ランプ２０１ａ
のフランジ２１２ａを嵌合させることによって光軸と垂直な面方向で回転盤２０２に対し
て光源ランプ２０１ａを正確に位置決めしつつ取り付けることができる。また、開口部２
１５ａには略矩形の切り欠き部２１６が互いに対向する位置に２箇所設けられている。切
り欠き部２１６の大きさや形状は、フランジの突起部２３０より大きく、且つ光源ランプ
２０１ａを取り付けて安定して支持するのに支障のない範囲で任意に設定される。
【００３２】
　さらに、回転盤２０２には、ランプホルダ２２３が取り付けられている。ランプホルダ
２２３は、開口部２１５ａの切り欠き部２１６が形成された位置に接して取り付けられて
おり、ネジ止め等により回転盤２０２に取り付けられる。
【００３３】
　ランプホルダ２２３は、アルミニウムなどの金属板を加工して形成されており、開口部
２１５ａに直接固定されるランプガイド部２２３ａと、さらにランプガイド部２２３ａに
隣接して開口部２１５ａに対して遠位側に配置されるソケットガイド部２２３ｂから構成
される。また、ランプガイド部２２３ａとソケットガイド部２２３ｂとは一体に形成され
ている。
【００３４】
　ランプガイド部２２３ａは、光源ランプ２０１ａを開口部２１５ａにガイドするための
ものであり、平板状の底面両端から延出した一対の腕部を持つコの字状を有している。本
実施形態では、各腕部はハの字のように互いに離れる方向に延出する形状を有する。この
ような形状にすることにより、後述する光源ランプの回転盤２０２への取り付けを容易に
している。ランプホルダ２２３は、長手方向一端（ランプガイド部２２３ａ側の端部）と
切り欠き部２１６が近接した状態で、回転盤２０２に取り付けられる。また、図３に示す
ように光源ランプ２０１ａが取り付けられた状態でのランプガイド部２２３ａの光軸方向
の寸法は、取り付けられる光源ランプ２０１ａのリフレクタ２１２の光軸方向の寸法と略
等しくなるように形成される。また、ランプガイド部２２３ｂの底面および腕部は、フラ
ンジ２１２ａの外径と略同一直径の仮想円に接するような形状に形成される。このように
形成することにより、ランプガイド部２２３ａの腕部が、取り付けられる光源ランプ２０
１ａを挟持し、光源ランプ２０１ａを取り付ける際の垂直方向（特に重力方向）へのふら
つきを有効に防止している。
【００３５】
　また、ソケットガイド部２２３ｂは、光源ランプ２０１ａの取り付け方向を決めるため
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のものであり、平板状の底面両端から延出した一対の腕部を持つコの字形状を有している
。本実施形態では、各腕部は底面から略直角に延出した後、先端がハの字のように互いに
離れるような形状を有する。また、ソケットガイド部２２３ｂは、ランプソケット２１４
に取り付けられた把持部材２２１の壁面部を、略コの字形状の底面および腕部で三方向か
ら覆うように形成されている。すなわち、図３に示すように光源ランプ２０１ａが取り付
けられた状態でのソケットガイド部２２３ｂの底面の光軸方向の寸法は、把持部材２２１
の光軸方向の寸法と略等しく、ソケットガイド部２２３ｂの底面の垂直方向の寸法は、把
持部材２２１のプラグ電極２１３の配列方向と平行する方向（垂直方向）に突出した壁面
部の寸法よりも少し大き目になるように形成されている。このように形成されたソケット
ガイド部２２３ｂによって、取り付けられる光源ランプ２０１ａに接続されたランプソケ
ットの２１４の三方向の動きを規制することになる。
【００３６】
　また、光源ランプ２０１ａは点灯時に熱を発生するため、最も熱が蓄積され易い封止部
は４００℃以上の高温となる。そのため、常時、冷却ファン２０３を回転させ、光源ラン
プ２０１ａの封止部に向けて送風を行なうことにより、光源ランプ２０１ａを冷却してい
る。そこで、ランプホルダ２２３によって、冷却ファン２０３からの送風を妨げないよう
に、ランプガイド部２２３ａとソケットガイド部２２３ｂは底面部のみで接合され、互い
の境界部近傍の腕部は離間して形成される。
【００３７】
　次に、図６（ａ）および（ｂ）を参照して、光源ランプ２０１ａを回転盤２０２へ取り
付ける方法について説明する。光源ランプ２０１ａが切れた場合や、定期交換などで光源
ランプ２０１ａを交換する場合は、まず、安全のためにプロセッサ１の主電源スイッチ１
０６を切ってから、筐体１００に設けられた蓋１０２の上部のネジ１１１を外して、蓋１
０２を取り外す。そして、光源装置内に手を差し入れて、光源ランプ２０１ａを回転盤２
０２およびランプソケット２１４から取り外す。
【００３８】
　そして、新しい光源ランプ２０１ａを装置外部でランプソケット２１４と接続した後、
光源ランプ２０１ａとランプソケット２１４を開口部１０１から装置内部へ挿入する。次
に、図６（ａ）に示されるように、ランプソケット２１４に取り付けられた把持部材２２
１を、回転盤２０２に取り付けられたランプホルダ２２３のソケットガイド部２２３へは
め込みつつ、光源ランプ２０１ａの取り付け方向を合わせる。具体的には、ソケットガイ
ド部２２３ｂの底面および腕部からなるコの字形状の内部に、把持部材２２１の三方向に
延出した壁面部を沿わせるように、ランプソケット２１４を配置する。そして、その配置
状態を維持しつつ光源ランプ２０１ａのフランジ２１２ａを回転盤２０２の開口部２１５
ａに当接させる。
【００３９】
　上述のように、フランジ２１２ａに形成された突起２３０は、フランジ２１２ａ上のプ
ラグ電極２１３の配列方向と略直交する方向に形成される。そして、ランプソケット２１
４には突起部２３０と略同じ方向に把持部材２２１の壁が形成されており、回転盤２０２
には切り欠き部２１６に接してランプホルダ２２３が取り付けられている。そのため、ラ
ンプホルダ２２３にランプソケット２１４を上述のようにはめ込むことで、突起２３０が
回転盤２０２の開口部２１５ａに設けられた切り欠き部２１６に常に位置するようになる
。これにより、光源ランプ２０１ａは回転盤２０２のランプ取り付け面２０２Ａに傾くこ
となく精度よく当接される。
【００４０】
　そして、図６（ｂ）に示すように、回転盤２０２に設けられた押さえバネ２１８をフラ
ンジ２１２ａの裏面に沿わせてフック２１９に係止する。これにより、光源ランプ２０１
ａが回転盤２０２ａに固定される。
【００４１】
　上述のように、本実施形態で使用される光源ランプ２０１ａには、フランジ２１２ａ上
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の所定の位置に突起部２３０が形成されている。すなわち、上述のようにフランジ２１２
ａの中心と突起部２３０とを結ぶ仮想線の方向とプラグ電極２１３の配列方向とが直交す
るような位置に必ず突起部２３０が形成されている。光源ランプにおいて突起部２３０が
形成される位置は常に一定している。一方、本実施形態のランプホルダ２２３は、ランプ
ソケット２１４の差込穴２１４ａの配列方向と平行な底面を有するような形状に形成され
る。さらにランプホルダ２２３の底面が、回転盤２０２の開口部２１５ａに設けられた一
対の切り欠き部２１６を結ぶ線と直交するように回転盤に取り付けられる。以上の配置関
係により、光源ランプ２０１ａのプラグ電極２１３をランプソケット２１４に差し込むと
、突起部２３０は、突起部２３０とフランジ２１２ａの中心とを結ぶ仮想線がランプホル
ダ２２３の底面に垂直となる位置に配置され、従って、ランプホルダ２２３の底面と同じ
く垂直方向に並ぶ切り欠き部２１６のいずれかに位置することになる。そのため、突起部
２３０が回転盤２０２のランプ取り付け面２０２Ａと干渉することなく、光源ランプのフ
ランジ全面がライトガイドの光軸と精確に垂直に配置されることになり、光源ランプの光
軸が常にライトガイドの光軸ＡＸと一致するように光源ランプを取り付けることが可能と
なる。
【００４２】
　以上が本発明の実施形態であるが、本発明はこれらの実施形態に限定されるものではな
く様々な範囲で変形が可能である。例えば、上記実施形態では、光源ランプとしてハロゲ
ンランプが用いられているが、その他にもキセノンランプやメタルハライドなどの高輝度
ランプを用いても良い。
【００４３】
　また、上記実施形態では、ランプソケットに取り付けられた把持部材をランプホルダに
はめ込むように構成されているが、このような把持部材を用いずに、ランプソケット自体
がランプホルダにはめ込まれるような構成であっても良い。この場合は、ランプホルダの
形状をランプソケットの三側面を覆うように形成することで、少ない部品点数で、上記実
施形態と同様の効果が得られる。
【００４４】
　また、上記実施形態では、把持部材およびランプホルダは、アルミニウムなどの金属板
部材によって構成されているが、これに限定されるものではなく、例えばポリプロピレン
などの樹脂で形成されても良い。
【００４５】
　また、ランプホルダのランプガイド部は、両側をコの字状に折り曲げた形状を有してい
るが、光源ランプの重力方向のみのふらつきを押さえるために、下方向のみが折り曲げら
れた形状であっても良い。
【図面の簡単な説明】
【００４６】
【図１】本発明に係る内視鏡用光源部を内蔵したプロセッサの外観図である。
【図２】図１に示されるプロセッサの内部構成図である。
【図３】回転盤と光源ランプの配置を示す斜視図である。
【図４】光源ランプの構造を示す図である。
【図５】回転盤の開口部周辺を示す拡大図である。
【図６】光源ランプを回転盤へ取り付ける方法を示す図である。
【符号の説明】
【００４７】
　　　　１　プロセッサ
　　１００　筐体
　　２００　光源部
　　２０１ａ、２０１ｂ　光源ランプ
　　２０２　回転盤
　　２１１　発光部
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　　２１２　リフレクタ
　　２１２ａ　フランジ
　　２１４　ランプソケット
　　２１５ａ、２１５ｂ　開口部
　　２１６　切り欠き部
　　２２１　把持部材
　　２２３　ランプホルダ
　　２３０　突起部　　
　　３００　画像処理部
　　４００　内視鏡
　

【図１】 【図２】
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